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８・６ヒロシマからすべての核と戦争への
を！

【１】「放射線副読本」にNO！
　フクシマ原発事故から 8年が経ちましたが、
事故当事者は未だ責任を負われることもなく、
補償や支援策は次々に打ち切られ、形だけ除染
された汚染地域に人々の帰還が強制され、復興
とオリンピックの名の下にフクシマはなかった
ことのようにされ、原発再稼働を加速させよう
とする動きも強まっています。この動きを後押
しするように昨年改訂され、学校現場に送り付
けられているのが「放射線副読本」です。文科
省の発行ですが、実際に改訂したのは「風評払
拭リスクコミュニケーション戦略」の復興庁で
あり、改訂部分だけでも 30箇所もの問題記述
で、原発事故からの教訓など国に都合の悪いこ
とは何ものせず、原子力の功利的側面だけを強
調し、「原発は事故を起こさない」から「事故
が起こっても大丈夫」とウソの上塗りをして大
きく改悪されています。
　このこと自体が被災と汚染の二重の苦しみを
味わう人々に全く寄り添っていないばかりか、
正確な情報を与えないことによる風評といじめ
のまさに元凶であると言えます。自主的で対話
的な学びを「推奨」している文科省が、その全
く逆に一方的で非科学的な資料を「学習」の名
で教員に強権的に配らせるなど、教育行政のや
ることでしょうか？
　広島には被曝 74年経た現在も内部被曝によ
る影響に苦しめられている人がおり、長年にわ
たって議論や裁判闘争が闘われてきた歴史があ
ります。フクシマを無かったことにすることは、
ヒロシマを無かったことにすることそのもの、
被曝者の分断です。
　NAZEN ヒロシマは、この資料配布に抗議し、
回収を求めて広島市教育委員会に申入れを行い
ましたが、7/8 現在も回答はありません。今後、
広島県教育委員会にも抗議、申入れを行う予定

です。
【２】拡声器規制条例粉砕！
　広島市は被曝伝承者に、原発のことを話題に
するなと言ったばかりか、「8・6は静かに祈る
日」と決めつけた恣意的で誘導的なアンケート
を行い、式典中の拡声器使用を条例で規制しよ
うと目論んでいます。繰り返し行われた各団体
からの抗議行動や報道によって今年の条例制定
は粉砕されましたが、松井一

かずみ

実・広島市長は来
年の条例制定に向けて意欲を露

あらわ

にしています。
　そもそも、被爆者代表には発言させず、戦争・
改憲にまっしぐらな安倍首相に空虚な平和を語
らせ、平和首長会議の議長でありながら核兵器
禁止条約批准を目の前の安倍首相には求めない
松井市長の平和宣言をただ「黙って聞く」こと
などできるでしょうか？　そもそも被爆の責任
もいまだに誰一人負っていないし解決はしてい
ません。
　慰霊しないのではない。慰霊だけでは済まさ
れない、怒りの声を上げるのはあまりにも当然
です。核の傘に隠れながら平和に「YES」と言
うのはたやすいですが、私たちは 8・6を世界
中の核と戦争に対してはっきり「NO！」と言
う日にしていきましょう。核にNO、原発再稼
働NO、新基地建設反対、被曝労働拒否、避難・
保養・医療が保証される、当たり前のことが当
たり前にできる、改憲先取りの転倒した社会を
ひっくり返すために、真正面から原則的な闘争
を組織していきましょう。
【３】8・6ヒロシマ大行動へ結集しよう！
　広島では 8月 5 日には避難・保養・医療の
交流会を予定しています。ふくしま共同診療所
からの報告、ふくしま共同診療所と共に歩む会
発足の報告、放射線副読本について、保養家族
のお話など。どなたでも参加できる会を考えて
います。今年も 8・5ー 8・6ヒロシマへ全国
からの大結集を楽しみにしています。

NAZEN ヒロシマ　呼びかけ人　　渡
とのこ

子　健
けん
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　レベル７というチェルノブイリ並みの大事
故、それによる広域の放射能汚染と健康被害、
という一番大事なことが削除されている。とく
に「放射線による健康への影響」の項目では、
１４年版にあった「国際放射線防護委員会（Ｉ
ＣＲＰ）は、科学的には影響の程度が解明され
ていない少量の放射線を受けた場合でも、線量
とがんの死亡増加率との間に比例関係があると
仮定して、合理的に達成できる範囲で線量を低
く保つよう勧告しています」という文章を削除。
「１００～２００ミリシーベルトの放射線を受
けたときのがんのリスクは、１日に１１０ｇし
か野菜を食べなかったときや高塩分の食品を食
べたときのリスクと同じ」と言いなしている。
１７年１２月の「風評払拭・リスクコミュニケー
ション強化戦略」とまったく同じ大うそだ。
●教育労働者先頭に決起しよう
　「副読本」は約１４００万部が小中高に、各
教育委員会に３万７０００部が直接配送され
た。予算は１８年度１億７９００万円、１９年
度５８００万円。そんな大金、子どもたちの命
を守る事業に使われるべきではないのか。
　私たちは「３・１１」の時、「原発安全神話」
をはびこらせてきた歴史を痛苦の念を持って反
省した。今また安倍政権が仕掛ける「被曝安全
神話」を、絶対に打ち砕かなければならない。「副
読本」の配布反対、回収の運動を巻き起こそう。
広島の教育労働者は、職場で闘って配布をやめ
させた。これに続こう。（事務局）

～「内部被曝は健康影響ない」と大うそ～

１４年版にあった爆発原発の写真 ( 左）を削除し
ＪＲ常磐線の運転再開の写真 ( 右）に差し替えた

●被曝による健康被害を隠す狙い
　昨年１０月に文部科学省が出した「放射線副
読本」（再改訂版）。その最大問題は、福島第一
原発事故による健康被害の事実を抹殺しようと
していることだ。全編うそとごまかしに満ちて
いるが、それが最も重大な結論である。
　小学生版と中高生版があるが、後者を引用す
る。「福島県が実施した内部被ばく検査の結果
によれば、検査を受けた全員が健康に影響が及
ぶ数値ではなかったとされています」と断定さ
れている。１２㌻と１４㌻の２か所に出てくる。
同じ表現が２か所も出てくるのはこれだけだ。
　その根拠とされているのは、福島県の県民健
康調査課による内部被曝の検査結果である。し
かし、この検査はホールボディカウンターによ
るもので、まったく信用できない。計測時点で
のセシウムの量が分かるくらいで、内部被曝の
積算線量は不明である。ガンマ線のみの計測で、
アルファ線やベータ線は検出できない。そもそ
も内部被曝は計測しにくく、大気や食品の計測
によって内部被曝を防ぐべきもの。
　福島県も安倍政権もホールボディカウンター
検査では「検出されず」という結果になると分
かった上で、被曝を隠そうとしているのだ。そ
れを「副読本」で宣伝することなど許されない。
●大事故と汚染の事実を全面削除
　この１８年版を、再改定前の１４年版と比べ
ると削除のオンパレードだ。
　　１４年版から削除された内容
　爆発した福島第一原発の写真
　（ＪＲ常磐線の運転再開の写真に差し替え）
　原子力災害の国際的評価はレベル７という図
　東北～東海の広域的なセシウム拡散の地図
　「汚染」という言葉
　被曝線量と健康影響との比例関係
　「低線量被曝」による健康影響の不確実性
　子どもの被曝感受性の高さ
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常磐線再開予定地を調査してきました
●原発事故から８年、避難地域の現実
　５月 19日、動労水戸の仲間とともに避難地
域の現地調査（浪江町～楢葉町）に行ってきま
した。
　浪江町は避難指示が解除されて２年が経ちま
すが、帰還した住民はわずか６％。浪江駅前は
傾いていたり窓ガラスが割れたりしたままの家
屋や、取り壊して更地となった空き地ばかりで
す。浪江駅から南に２㌔ほどのところにある踏
切に立ち寄りました。線路上は除染し、砕石も
入れ替えたため放射線量は毎時 0.15㍃シーベ
ルト（以下線量数値はすべて毎時㍃シーベルト）
くらいでしたが、線路の敷地のすぐ脇は除染し
ていないので 0.7 まであがりました。
　つづいて、国道 6号線を通って双葉町～大
熊町に。帰還困難区域のため、この区間はいま
も「二輪車通行不可」となっています。国道沿
いの商店や住宅、道路の入り口はすべてフェン
スで封鎖されたまま。しかし、ところどころ「Ｊ
Ｒ復旧工事出入口」という看板がありました。
ＪＲは国から特別な許可をうけて、常磐線の工

事をしてい
るとのこと
です。
　 国 道 6
号線と常磐
道大熊ＩＣ

を結ぶ県道 252 号線は通行できるようになり、
途中の陸橋からは、ホームや駅舎がほぼ完成し
た大野駅が見えました（写真）。
　東京新聞が行った実走測定によれば、大野駅
北側陸橋では４㍃、双葉町の常磐線に隣接する
道路では５～ 10㍃にもなります。このような
高線量のところに列車を走らせることは、被曝
で命と健康を危険にさらすものです。
　大野駅から約４㌔離れた山林のなかに移転新
設された大熊町役場の周辺には、東電の社員寮
が並び、その隣に復興住宅が建設中でした。スー

パーや医療機関は富岡町まで行かなければなら
ず、住民の生活のことなど考えられていないこ
とは明らかです。
　最後に４月に開業したＪヴィレッジ駅を視
察。イベントなどがあるときだけの臨時駅のた
め、この日は閉鎖されていて、列車は無人の
ホームを通過して行きました。「復興」キャン
ペーンとして大々的に開通式をやったにも関わ
らず、駅舎や待合室どころか、ベンチもありま
せんでした。復興を「演出する」ことのみを目
的とした新駅開業に他なりません。
●帰還困難区域を通過する仙台―東京特急再開
　5月、国鉄動力車労働組合総連合（動労総連
合）はＪＲ本社との団体交渉を行いました。昨
年 10月に常磐線開通反対署名の提出に合わせ
て団交の開催要求をしていましたが、ＪＲは団
交開催を半年間も拒んできたのです。
　ＪＲは団交のなかで「政府によって避難指示
が解除されるから安全」「線路敷地内は除染し
たから問題ない」「放射性物質が列車に付着す
るとは考えていない。車両の線量測定はしない」
「（12 月に試運転開始と報道されていることに
関して）本社としては知らない」などとまった
く不誠実な回答をしてきました。それどころか
７月５日には、ＪＲは来年３月の常磐線全線開
通にあわせて、仙台―東京間の特急の運行を再
開する方針を発表しました。汚染物質を付着さ
せた列車が走ることは、汚染を拡散させること
になります。
　動労水戸などが中心となり、９月 22日に「高
線量地帯に向かって列車を走らせるな！　９・
22 水戸集会」を呼びかけています（要項は 8
面）。被曝と帰還を強制し、福島原発事故をな
かったことにする常磐線全線開通をとめるた
め、全力で参加をお願いします。

【集会賛同のお願い】個人1000円（１口）、団体2000円（１
口）。郵便振込　02250-1-138544「動労水戸支援共闘」
＊通信欄に、賛同公表の可否、賛同口数をご記入ください。

被曝労働拒否！動労水戸支援共闘事務局　斎藤貴広
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　「僕たちは必ずもっとつながれる、闘いはもっ
とひろがる！」今回の現地調査ではっきりそう
感じました。
　東京から車で 3時間足らず、茨城県北域の
那
な か

珂郡に東海村はあります。東海駅で相沢さん
（元東海村村議）と合流し、説明を受けながらバ
スで村内を案内してもらいました。しょっぱな、
駅前のイオンの前に大きな立て看板が。「東海
村は日本一危険な村です！」「さっさと廃炉にし
ろ !!」「日本原電あきらめろ !!」激しい怒りの看
板に最初は驚きましたが、道を進むにつれてそ
の理由が分かりました。そこから10分もしない
ところにプルトニウム燃料工場を含む核燃料サ
イクル工学研究所という再処理施設がある。人
口38,000 人、6.4 平方キロの東海村に15の原
子力関連施設が存在している。東海村が誇張で
はなく文字通りの意味で「核に囲まれた土地」
である現実を突きつけられ、愕然としました。
　今回訪れたのは、核燃料サイクル工学研究所
( 門前 )、原子力科学館、原子力 PR施設の東海
テラパーク、そして 1999 年 9月 30 日臨界事
故が発生した JCO 東海事業所です。JCO は道
を挟んだ空き地からの見学でしたが、事故現場
から直線距離 50メートルくらいのところに民
家があり、会社があり人が生活している。JCO
がどんな施設なのか知らされていないからこ
そ、こういった立地・環境になったと相沢さん
が教えてくださいました。
　テラパークの屋上から、そして浜辺から東海
第二原発を眺めました。原発・核が日常の生活
圏内にある、そのことの意味と現実に、わずか
かもしれませんが触れた気がします。戸惑い、
危機感、安心した
い気持ち、でも納
得できるわけじゃ
ない‥･ 様々なこ
とを考えざるを
得ませんでした。

JCO 臨界事故は現場作業員の責任では全くな
く、「作業員の安全さらには東海村一帯の住人
を絶対に被曝から守る」という意識が、国家の
原子力推進政策に絶対的に欠落していたことに
一番の原因があると知り、心から憤り、居たた
まれなくなりました。
　午後は相沢さんから、東海第二原発をめぐる
現状とこれからの運動について提起を受け、討
論しました。建設から 40年の原発、老朽化は
明白、再稼働と 20年の運転延長はどんな理由
があってもおかしい。住民の訴えと危機意識に
対する日本原電や原子力規制庁の対応は、隠
蔽、改ざん、ごまかし、無視。住民よりも原

発推進が先
にある。あ
まりにひど
く、でたら
めで、怒り
に 堪 え な
い。しかし

そんな中でも、「もっと多くの住民と一緒に運
動を作りたい」という想いで、ねばり強く反対
運動をすすめていらっしゃる相沢さんの実践に
励まされました。
　「原発政策がもたらしたカネは危険施設と引
き換えだった」「JCO 臨界事故当時の対応が不
十分だったために、3･11 が起こった」と語っ
た相沢さんの悔しそうな表情が強く焼きついて
います。矛盾を強制されているのは、東海村
38,000 人の仲間たちだけではない、僕たち労
働者全員だ。僕たちは気持ちを共有できるし、
もっともっと仲間になれる、相沢さんと一緒に
運動を作っていきたいと思っています。
　僕たちは「社会を変える」という仕方で社会
と関わることができるはずだ。とめよう！東海
第二原発８・３新宿デモを成功させ、11月 16
日 ( 土 ) 茨城県大集会を大きなうねりにしよ
う！　力を合わせて頑張っていこう !!

東京西部ユニオン執行委員　丸田雅臣

東海村現地調査感想

海岸から東海第二原発をみる

ＪＣＯ東海事業所の横で相沢さんの説明を聞く
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渡辺瑞也医師著『核惨事！』を読んで

　「核惨事！」の
もとで生き抜こう
としているフクシ
マこそ再稼働を許
さず、改憲・核戦
争を食い止めるこ
とができる。７・
２１東京反核集会
は、福島の医師　
渡辺瑞也先生にお
話しいただくこと

になりました。そこで渡辺医師が書かれた『核
参事！』（批評社 2017 年２月）を読ませてい
ただきました。
●被曝体験と健康被害
　渡辺先生が院長として勤務していた南相馬・
小高赤坂病院は原発から北北西に 18㎞の地点
にあった。
　3月 12日午後 6時 20分、「避難指示の対象
になったのを知ったのはテレビの報道によって
であり、行政からは一切連絡や指導はなかった。
3月 18 日昼までの避難行動はまさに無我夢中
であり、104 名の入院患者さんを無事避難さ
せることだけを考えて全身全霊を傾注していた
ので、自らの被曝についてあまり注意を払うこ
とはなかった。これは行動を共にしてくれた職
員達も同じ気持ちであったと思う」。12日、渡
辺さんの決断で、動ける入院患者の第一陣が、
副院長の引率で福島市内の病院へ避難した。渡
辺さんは 14日午後 7時ごろ、動けない患者を
含む全員の避難を開始、いわき市の高校体育館
の避難所を経て、東京の病院へ避難した。
　「この第 2陣は 2回の爆発を経験して 3日間
滞在していましたので、患者さんと職員は少な
からざる線量の被曝をしていたのではないかと
思います」。ご自身は、「2012 年ごろから歯が
ぐらついて計 5本が抜けた。2014 年には原因
不明の不整脈が現れ。2015 年 11 月に結腸が

んが見つかった」。手術と抗がん剤の治療で改
善できた。御自身の発症から 3カ月後、今度
は奥さんが心臓ペースメーカーの埋め込み手術
を受けることとなった。
　「初期被曝との関連は絶対にない、と断言
することは果たして可能なのであろうか」。
「UNSCEAR が唯一原発事故との因果関連の可
能性を認めてきた小児甲状腺がんと白血病だけ
でなく、それ以外の、心臓血管系や脳血管系の
疾患、さらには悪性リンパ腫や固形がんの発症
や死亡例が、東日本全域で増加している可能性
が高く」、もっと幅広い健康調査が必要。「『原
発症』という新しい概念の設定も必要だ。政府
は避難解除で幕引きを急ぐが、健康への影響も
なかったことにされてしまう」。
●棄民のような状態
　東電と国は事故後 6年で「全ての補償を打
ち切った」。小高赤坂病院は再建を断念した。
在籍していた 45名の職員は「解雇」という「決
断」をせざるを得なかった。「退職金」の補填
もない。補償金へは課税される。
　補償内容は、年間 20㍉シーベルトの避難基
準を前提としている。「追加被ばく線量1㍉シー
ベルトを超える違法な放射能汚染地域に住まわ
され、変質・崩壊してしまった地域社会に住み
続けるか否かの決断を下すにもそれを支える経
済的支援はなにもない」「一種の棄民のような
状態に放置されている」。
　渡辺医師は「福島原発事故を引き起こした責
任者は一体だれであり、被害者に対する真の賠
償は誰によって完遂されるのか、全く明らかに
されなることがないまま、原発賠償問題は収束
されてしまう恐れが大きい」と怒る。
　渡辺医師は「子ども達の姿を見ていると、原
爆と原発という悪魔を生み出してしまった大人
達の強欲の構造を暴き、抑え込み、この世から
駆逐しないでおく訳には行かない」と結んでい
る。一読をお勧めします。

NAZEN 東京　飯塚　淳
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原発トピックス（2019 年６月 11 日～７月 10 日）

◆東電柏崎刈羽、異常ありと誤送信

　山形沖を震源とする１８日の地震で、
柏崎刈羽原発に異常がないのに、東京電
力が「異常あり」とする誤報を新潟県や
柏崎市に送っていたことが分かった。燃
料プールを冷却する電源が「ある」のを、
間違って「異常あり」に○を付けて送っ
た。桜井雅浩・柏崎市長「再発防止がな
ければ再稼働の条件である廃炉計画受け
取りを拒否する」（６月１９日　毎日）

◆骨太方針「新たな検査制度」明記

　６月２１日に安倍政権は「経済財政運
営と改革の基本方針２０１９」（「骨太方
針１９」）を閣議決定した。「再稼働を進
める」ため「国も前面に立ち、立地自治
体などの関係者の理解と協力が得られる
よう取り組む」とした。また、「自主的
安全性向上」を掲げ、「新たな検査制度
の円滑な施行に向けた準備」と、初めて
明記した。（６月２１日　内閣府）

◆日立市の要支援者２８％避難困難

　東海第二原発の３０㌔圏内の日立市は
事故時の避難に関する住民アンケートの
報告を公表した。５㌔圏内に住み避難に
手助けが必要な高齢者や障害者ら「要
支援者」を対象とした調査では、８０８
人が回答（回収率９２・４５％）。うち
２３０人（２８％）が移動の負担、障害・
病気などを理由に「避難困難」と回答し
た。（６月２１日　東京・茨城）

◆関連死が３７２３人に

　復興庁は、東日本大震災と福島第一原
発事故を機に体調を崩すなどして亡くな
る「関連死」と認定された人が、３月末
時点で３７２３人になったと発表した。
原発事故による避難生活の長期化が影響
しているとみられる。都道府県別では、
福島２２７２人、宮城９２８人、岩手
４６７人。年齢別では６６歳以上が全体
の約９割を占めた。（６月２８日　東京）

◆甲状腺がん（疑い含む）２１８人

　福島県の県民健康調査検討委員会は
８日、小児甲状腺がんが３月末時点で
累計１７３人になったと報告した。１８
年１２月末から５人増え、疑いも含め
２１８人となった。６月に甲状腺評価部
会が「甲状腺がんと放射線被曝の関連は
認められず」としたことを懸念する声も
上がり、星座長は７月末までに修正をす
る意向を示した。（７月８日　時事）

◆東海再処理施設でガラス固化再開

　日本原子力研究開発機構は８日、東
海村の再処理施設（廃止中）で、高レ
ベル放射性廃液をガラスと混ぜて固める
作業を再開した。ガラス固化体は直径約
４０㌢、長さ約１㍍。１１月中旬までに
５０本、計画終了予定の１０年後までに
５７０本を製造する。同施設では、高レ
ベル放射性廃液約３６０立方㍍が保管さ
れている。（７月９日　茨城新聞）
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◇◆◇　郵便局　振替口座　◇◆◇
口座番号　00120-8-763817
加入者名　ＮＡＺＥＮ
銀行口座からの振込の場合　〇一九店　0763817
※振り込みの際は、「年会費○人、○団体分」
「保養カンパ」などお書き下さい

　会費・カンパでＮＡＺＥＮの活動を支えてくだ
さい。会員には毎月ＮＡＺＥＮ通信を郵送しま
す。2019 年の年会費（１月～１２月）個人一口
2000 円、団体一口３０００円の納入をお願いし
ます。ＮＡＺＥＮ東京保養「東京で夏休み」への
カンパも大募集です。下記のＮＡＺＥＮの口座に
内訳を記載して振り込みお願いします。

◇◆◇　診療所基金はこちら　◇◆◇
　　福島診療所建設委員会の口座へ
★郵便振込口座　02200-8-126405

　　　福島診療所建設基金

★銀行口座

　福島銀行　本店（110）普通　1252841

　福島診療所建設基金　代表　渡辺　馨

★ＰａｙＰａｌでのお振り込み

　アカウント　　

　clinicfukushima@yahoo.co.jp

　渡辺馨（福島診療所建設委員会）
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■被爆 74周年・東京反核集会
　福島の医師と考える原発と核
と　き　7月２１日（日）14:00 ～（13:30 開場）
ところ　セシオン杉並・視聴覚室
講演　渡辺瑞也（南相馬小高赤坂病院院長）
連絡先 080-2103-3146
■星野文昭さん追悼 獄死・国家犯罪を許すな全国集会
と　き　７月 26日（金）午後６時開会
ところ　杉並公会堂大ホール（荻窪駅北口徒歩 7分）
■とめよう！東海第二原発８・３新宿・夜デモ
と　き　８月３日（土）
　　　17:30 新宿駅東口アルタ前広場集合
　　　18:15 ～デモ
主催　とめよう！東海第二原発首都圏連絡会
▼被爆 74周年８・６ヒロシマ大行動
  ８月５日（月）
　14:00 ～ 16:00
　・避難・保養・医療交流会（アステールプラザ大広間）
　・改憲・戦争阻止！全国教職員広島集会（同中ホール）
　15:30 ～ 18:00　国際反戦反核集会（同中ホール）
  　　６日（火）7:15 ～ 8:15 原爆ドーム前集会
　    　　　　　　　　　集会後、安倍首相弾劾デモ
  　　12:30 ～ 15:00　８・６ヒロシマ大集会
　会場　県立総合体育館小アリーナ、集会後デモ
▼８・９長崎反戦・反核集会
　８月８日（木）16:30 ～長崎市湊公園からデモ
　　　9日（金） 9:30 ～城栄公園から
　　　　　　　　　   　　原爆投下地点へデモ
　　　　　　　　13:30 ～長崎反戦反核集会
■改憲発議を阻もう！８・１２労働者市民のつどい
　講演　半田滋さん（東京新聞論説兼編集委員）
　コント　松本ヒロさん「なんでもアリで安倍改憲？」
　と　き　8月 12日（月・休）13時開会
　ところ　曳舟文化センター　
■高線量地帯に向かって列車を走らせるな！水戸集会
と　き　９月２２日（日）午後１時開会
ところ　水戸駿優教育会館８階ホール
（水戸市三の丸 1-1-42、ＪＲ水戸駅北口徒歩３分）
※集会後、デモ行進を予定

●２０１９夏ＮＡＺＥＮ東京保養

カンパとスタッフ大募集！
　ＮＡＺＥＮ東京は 8月、東京で夏休みを実
施します。今年は一日目は相模原市の自然体験
教室で川遊びをやり、二日目以降は東京のボラ
ンティア宅でのホームステイで交流を深めま
す。昨年よりも多くの家族を招待し、より多く
の東京の人たちの参加でより深い交流ができれ
ばと思います。
　100 万円必要だった昨年よりも必要経費は
60 万円程度で少なくてすむ予定ですが、現在
集まっているカンパは 32 万円ぐらいなので、
少なくともあと 20万円は必要です。みなさん
ぜひＮＡＺＥＮの口座あてにカンパをお願いし
ます。
　さらに８月 13日の川遊びや食事作り、翌日、
翌々日の東京でのバーベキューや子どもたちと
のあそび、ドライバー、交流会など多数のボラ
ンティアが必要です。もし部分的にでも参加で
きる方がいらっしゃれば、ぜひご連絡ください。
ＮＡＺＥＮ東京 080-2103-3146


